
高効率ＭＥＨ知的財産権分科会平成 27年度活動計画 

 

 「高効率MEMS振動発電デバイスの研究」（以下「ＭＥＨ研究」）に係わる知的財産に係わる委員会は、

技術研究組合 NMEMS 技術研究機構（以下「組合」）の知的財産権委員会の下に「高効率ＭＥＨ知的財

産権分科会」を設置し（知的財産権委員会運営要領を平成 27 年 4 月 1 日改正）、エネルギー・環境新技

術先導プログラム「トリリオンセンサ社会を支える高効率ＭＥＭＳ振動発電デバイスの研究」委託事業

の成果としての知財の帰属・認定方針や管理・活用について、合理的なルールを確立する。 

すでに、知財の帰属、発明の届出から特許出願までの手続き（知財の認定）、成果である特許の実施（自

己実施、第三者への実施許諾、など）の基本原則は組合の「知的財産権取扱規程」において原則が規定

されているので、平成 27年度は、ＭＥＨ研究により生じた特許の具体的な管理・活用のルール化につい

て検討する。 

 

   

 ＭＥＨ研究の実施より生じた知的財産権の取扱いについては、組合の「知的財産権取扱規程」の規定

を適用する。 

    

 

  知的財産権委員会の運営要領、及び組合の知的財産権取扱規程の内容については、組合のホームペ

ージ http://www.nmems.or.jp/ の「高効率ＭＥＨ」 研究員専用サイト の「規程類・資料集」ＭＥＨ

研究 ［規約・規程］を参照。 

  ・知的財産権委員会運営要領(pdf file、2015/4/1改正) 

・知的財産権取扱規程(pdf file、2014/8/1改正)  

・知的財産権の届出等に関する事務処理細則（pdf file、2014/8/1制定）  
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http://www.nmems.or.jp/


１．平成 27年度の検討項目 

組合「知的財産権取扱規程」で規定された研究成果（知財権）の実施に係わる項目（末尾【参考】を

参照。）について、ＭＥＨ研究により生じた特許についての具体的なルール化（成果の利用・普及に関す

る指針）について検討する。 

なお、上記の成果利用・活用の指針の検討にあたっては、本ＭＥＨ研究により権利化すべき特許領域

及びその内容に係わる特許解析（パテントマップ）を行い、特許技術の保護と活用の両面から検討する。 

 

 

 

２．検討スケジュール 

  成果の利用・普及に関する指針として検討する項目は下記項目を予定し、検討するスケジュールは

次のとおり。 

   ・第三者への実施権の設定（実施許諾条件、実施料率、など） 

   ・ＭＥＨ研究参加者への実施権の設定 

   ・バックグランドＩＰの取扱 

   ・成果（特許）普及に向けての組合及びＭＥＨ研究参加者の協力事項 
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【参考】 

●ＭＥＨ研究の知財権の帰属（基本原則） 

 

●発明の創作から特許出願までの手続きフロー 
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●発明届出書（ＭＥＨ研究用）の様式 

 

 

 

●成果の普及・活用に係わる基本原則 

 

以上 
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